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   現場科学検査班の設置及び運用について（通達） 

 最近の犯罪捜査をめぐる厳しい環境に的確に対応した科学捜査力の充実強化を図

るため、専門的知識・技術を有する鑑定技術職員による「現場科学検査班」を設置

し、現場における資料採取の技術と知識の指導及び科学検査を行うこととしたの

で、その趣旨を周知徹底するとともに、その的確な運用に配意されたい。 

記 

１ 趣旨 

刑事警察充実強化対策要綱の第２の柱である「科学捜査力の強化」の施策とし

て、鑑定の高度化、現場鑑識体制の強化を掲げ、その普遍化に勤めているところ

であるが、最近の科学技術の急速な進展に伴い犯罪事象も複雑・多様化の傾向を

強め、犯罪捜査をめぐる環境は、ますます厳しい情勢となっている。 

このような状況下にあって科学捜査を的確に推進していくためには、現場観

察、採証活動の段階から専門的知識・技術の活用を図り、その結果を迅速に捜査

へ反映していくことが肝要である。 

このため、現場活動段階で法医、理化学の専門的知識・技術を駆使する「現場

科学検査班」を設置運用し、もって科学捜査力の強化を図るものである。 

２ 設置 

宮城県警察科学捜査研究所に、「現場科学検査班」を設置する。 

３ 編成 

現場科学検査班は、宮城県警察科学捜査研究所の法医、科学及び工学の各科員

を持って、別表１のとおり編成する。 

４ 出動事件の範囲 

現場科学検査班は、次に掲げる事件・事故（以下「要臨場事件」という。）に

出動するものとする。 

 (1) 重要・特異事件 

 (2) 大規模な事件・事故 

 (3) 法医・理化学の専門的知識・技術を要する特殊事件 

 (4) その他社会的反響の大きい事件・事故 

５ 任務 

現場科学検査班は要臨場事件の現場において、次の業務を行うものとする。 



 (1) 現場において行うことが可能な科学的検査 

 (2) 法医・理化学に関する専門的・技術的指導 

６ 運用 

 (1) 出動 

現場科学検査班の出動は、要臨場事件の発生地を管轄する警察署長、もし

くは当該事件・事故を所管する部課長の要請に基づき、科学捜査研究所長が出

動を命じた場合とする。 

 (2) 活動 

ア 現場科学検査班は、機動鑑識隊及び所轄警察署鑑識係との緊密な連携のも

とに活動するものとする。 

イ 現場科学検査班は、各大学・関係機関等と常に連携を図り、専門的知識・

技術の向上に努めるものとする。 

 (3) 現場科学検査班の運用は、昭和６２年１０月１日から開始する。 
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別　表　１

科学捜査研究所長

現場科学検査班
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